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GSJ 地質図凡例LOD ― 地質単元・年代・層相を統合した知識基盤（ZFK）
GSJ 地質年代LOD ― 時間軸参照のための基盤データセット

産業技術総合研究所 内藤一樹
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地質情報整備の歴史

1885年発行 『二十万分一伊豆圖幅』

2005年公開 『20万分の1日本シームレス地質図』

地質調査所（GSJ）による最初の地質図

「二十万分一伊豆圖幅」発行

日本初の全国版地質図

「百萬分一大日本帝國地質圖」

1/7万5千 地質図幅

1/5万 地質図幅

1/20万 地質図幅

コンピュータ編集による日本地質図

20万分の1日本シームレス地質 
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1882 地質調査所発足 （現 産総研地質調査総合センター）

データ配信
ウェブサービス

デジタルデータ

インターネット

明治15年
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↑日本人技術者による

パリ万博出品

古い資料も現役
（地質分野の特徴）
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表土の下にある岩石や地層の種類・分布・相互関係を地形図上に示した地図

「地質図」とは

ダム 活断層 天然ガス 地熱発電

土木・建設の資料 防災の資料 資源開発の資料

趣味、レジャー、教育、学校の自由研究など 社会全体に役立てる情報

地質図の利用場面

植生

表土

地層



「凡例」とは
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地図上の色や記号が、どの年代・地層・岩石に対応するかを示したもの

岩石地層年代

年代・地層名・岩相など、複数の要素をまとめた情報（凡例情報）



作品の一言紹介 （地質図凡例LOD: ZFK）
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凡例情報をつなぎ役として、バラバラに存在していた地質図と説明書などの関連情報
を組み合わせて、利用しやすい機械可読データとして再構成

ZFKの主な構成要素

年代区分との接続 API・LODとしての公開

地質図分布のベクトル化図幅説明書本文のXML化凡例階層の構造化



課題１：機械利用しにくいデータ
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• 地質図の分布情報は画像中心で、地層ごとの範囲を機械的に扱いにくい
• 図幅説明書は文書中心で、章・節や本文記述を機械的に参照しにくい
• 凡例は一覧表として示されており、年代・地層・岩相の関係を取り出し

にくい

• 地質図分布のベクトル化
• 図幅説明書のXML化
• 凡例階層の構造化

従来の人間向けの情報を、機械的に扱える形に整理することが、地質情報の
利活用を広げるうえで重要
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「凡例」階層の構造化
凡例は、年代・地層名・岩相が重なった複合構造を持つ

人間には一覧表として読めるが、
年代・地層名・岩相の関係を機械
的に取り出すことは困難
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年代
LegendAge

地層名
LegendFacies

岩相ユニット
LegendUnit

分布範囲

説明書XML複数軸の関係を持つため、
単純な階層では表せない

リソース化でリンクしやすく

地層名から見たツリー構造と、年代から見たツリー構造が複合した形

それぞれの要素

地層名構造年代構造



課題２：図幅の多様性
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しかし、図幅ごとに著者・出版年が異なり、記載内容や表現も多様
→全国統一の共通コードにはそろえず、個別の地質図の事情を反映でき

るデータにする必要がある

1/5万地質図幅：約750図
1950年代～現在まで発行継続
◎ 詳細、 説明書の詳細記載
△ 未整備地域あり、 API未整備

1/20万シームレス地質図
◎ 全国網羅、凡例APIあり
△ 属性情報少、細かくない

地質図毎に異なる「岩相区分」「年代区分」
↓隣り合う地質図でも、分布表現、区分基準が異なる

各図幅のユニットを独立したリソースとして表現

共通化せず、地質図ごとの違いを保持したままリソース化
→ 図幅IDを含むユニットIDにより、各図幅のユニットを一意に表現

1/5万地質図幅：利用可能な詳細な地質情報

隣同士でもつながらない



地質年代LOD
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国際年代層序表（国際層序委員会，日本地質学会）

「国際年代層序表」に基づき、
各年代を個別の年代リソース
として整備

地質年代LODとして、
可視化・公開

地質年代をリソース化することで、
年代区分を地質図凡例データなど
他の地質情報とURIで接続可能に

「白亜紀」「ジュラ紀」などの地質年代を、相互参照可能なリソースとして構造化

時間範囲

親

子

図幅間で年代を対応付ける基準として機能



解決の手法（まとめ）
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• URI化
凡例の構成要素（年代、地層名、岩相ユニット等）を、それぞれ一
意なURIを持つリソースとして表現

• LOD
これらを、階層関係・参照関係を持つ機械可読データとして構造化

• データリンク
説明書本文、分布形状、地質年代データを相互参照可能な形で接続

→ 地質図の多様性を維持しつつ、利用しやすいデータ基盤を構築



ZFKの主要リソース構造
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• 図幅・凡例構造・層序区分・年代区分・岩相ユニットを、それぞれ独立した
リソースとして表現

• 岩相ユニットは、層序区分・年代区分の両方に結び付き、説明書XML本文お
よびGeoJSONによる分布形状にも対応

凡例情報を、検索・参照・連携に利用しやすい機械可読データとして提供可能に

岩相ユニットに対して、層序（地層名）・年代の2系統の構造が結び付く



上限年代

下限年代

リソース相互関係の概観

13緯度・経度

キーワード
（地層名・岩相）

地質図 凡例 層相（地層名） 岩相ユニット 説明書本文

分布 GeoJSON

年代

検索例

年代区分は GeolTime の上下限年代にリンク

GeolTime

岩相ユニットを起点に、各種リソース（年代・説明書本文・分布形状など）を横断的に参照可能

各リソースはJSON、RDFでも取得可能



ZFKの利用例（地質図Navi：地点照会）
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ある地点の地質情報を詳しく知りたいとき、

これまで：地質図表示、説明書取得して読み解く必要あり（専門家向け）

取得できる主な情報：
• 識別子
• ジオメトリ
• 地質図書誌情報
• 説明書（対応する章）
• 由来情報
• 機械向け情報
• 地層名リソースURI
• 年代リソースURI
• GeoJSONリンク

ZFK利用：地点照会で、その場所に対応する詳細データをJSONで取得
→ブラウザでの可視化、AIへの投げ込みなどに利用可能

Point: 緯度経度

分布範囲説明書の章・節

機械向け詳細情報

検索機能



ZFKで何がうれしいのか
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横断検索

• 図幅をまたいだ、いろいろな
検索が可能

• 分散していた凡例情報を一貫
した形で参照しやすくなる

他分野連携

• 地質図情報がリンク可能な
データとなることで、他の地
質データや空間情報との連携
基盤になる

• 地質年代LOD、説明書XML、
GeoJSONと接続可能

AI活用

• AIが利用しやすいデータ構造
を整備

• 人間向けデータだけでなく、
AIが利用しやすいデータを提
供

• 説明書本文・年代・分布形状
をあわせて参照可能

• 検索AIやLLMによる要約・
比較・質問応答に活用可能

地質情報を、検索・連携・AI利用に使いやすい知識資源として提供

構造化とリンク化により、利活用の幅を広げる

AIを仲立ちとすることで、専門的な地質情報をより分かりやすく社会へ届けられる可能性



まとめ
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• 地質図凡例と説明書情報を、機械可読データとして再構成

• 地質年代LOD、説明書XML、GeoJSONと接続

• 横断検索・連携・AI活用に向けた基盤を整備

専門情報と市民との間のギャップを埋める基盤として役立つことを期待

関連サイト
• 「GSJ 地質図凡例LOD（ZFK）」： https://gbank.gsj.jp/ld/dataset/zfk-legend/
• 「GSJ 地質年代LOD」：  https://gbank.gsj.jp/ld/dataset/geoltime/
• 「地質図Navi」：  https://gbank.gsj.jp/geonavi/

地質図情報を、人にも機械にも使いやすい知識資源として提供
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